
肝動脈塞栓術を受ける患者様へ 肝動脈塞栓術パス【02023-00】

日付 ／　　 ／ ／ ／

入院日数 1日目 3日目 4日目～6日目 7日目～8日目

イベント 入院日 治療当日：治療前 治療当日：治療後 治療翌日 治療後2日目～4日目 治療後5日目～6日目：退院日）

□治療について理解できる □全身倦怠感がない
□腹水、黄疸がない
□嘔気、嘔吐のコントロールが
できている
□腹痛がない
□出血、腫脹がない

□吐き気のコントロールができる
□バイタルサインが安定している
□合併症の症状・所見がない
□疼痛のコントロールができてい
る

内服
注射

・持参のお薬を確認しますので、看護師にお渡し
ください
・ワーファリン・パナルジンなどの抗凝固剤や糖
尿病治療薬を処方されている方は申し出て下さい
(※糖尿病治療薬の種類によっては手術の2日前か
ら中止する場合もあります)
・抗凝固剤を飲み続けていると治療が出来ません

・午前中に点滴をします(左
手)
・お薬(胃薬)を内服してい
ただきます
・インスリン、血糖降下剤
は指示により量の変更、中
止になることがあります

・点滴が続いています ・医師の指示で点滴がある場合が
あります
・お薬(痛み止め)が開始になりま
す

検査 ・医師の指示で採血を行う場合があります

治療
処置

・術衣に着替え、ベッドで
行きます
・出棟前に坐薬(痛み止め)
と内服薬(安定剤)がありま
す
・足の甲の脈が触れるとこ
ろに印をつけます

・体温、血圧、脈拍測定を適宜行
います
・出血がないか確認します
・足の印をつけた所の脈拍を確認
します
・4時間後画像科医師または看護
師が止血バンドを外します。医師
がガーゼの圧迫を外しに来ます
・出血がないことを確認し絆創膏
を貼ります

・穿刺部の絆創膏を外します

食事
飲水

・朝、昼食は禁食になりま
す

・夕食から食事が開始予定です
・治療後に説明します

清潔 ・シャワー浴をしてください

排泄

・尿道留置カテーテルを入
れます
・検査用パンツをはきます

・4時間後止血バンドを外したあ
とに尿道留置カテーテルを抜きま
す
・その後トイレまで歩行可能です
・排便時はお知らせ下さい

安静
活動

・4時間は絶対安静です。刺した
部分に止血バンドを巻いてきま
す。針を刺した方の足は曲げない
でください
・4時間後止血バンドを外したら
トイレ、洗面までは歩行が許可さ
れます。初回歩行は付きそいます
ので必ずナースコールでお知らせ
下さい

説明
指導

・画像科の医師、看護師の訪問があります
・病棟看護師から入院生活、治療の流れについて
の説明があります
・横になったまま飲めるよう、吸い飲みかスト
ローを準備してください

・治療に行く際、入れ歯/時
計/指輪などの金属類を外し
ていきます

・熱、吐き気、食欲不振などの症
状が出る可能性があります。症状
がありましたらお知らせ下さい

・退院後の生活についてパンフ
レットを用いて説明します

・事務担当者が精算書をお渡しし
ます
・診察券、次回外来予約票をお渡
しします
・退院処方がある方は忘れずにお
持ち帰り下さい

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器内科・6階東病棟　2016年1月、2021年3月、2023年2月改訂 

・看護師より説明します

・状況により採血等検査が予定になることがあります。検査前日に説明致します

・朝から食事が出ます

／

2日目

・医師の許可があればシャワー浴ができます

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No1

□食事、生活の注意点、異常時の対処が理解できる

目標
毎日看護師と
評価します

□バイタルサインが安定している
□腹水、黄疸がない
□出血がない
□安静が守られている
□全身倦怠感がない
□嘔気、嘔吐のコントロールができている
□腹痛がない
□出血、腫脹がない

退院基準：症状、検査データが改善する


